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（1）フィリピン（ネグロス・オリエンタル Negros Oriental 州）〔Daily Star〕 

ネグロス・オリエンタル州は、1 月～9 月 23 日までにデング熱死亡患者 10 名と患者 1,214 名を報

告しました。 

 

（2）フィリピン（セブ Cebu 州、全国）〔Manila Bulletin Publishing Corporation〕 

中部ビサヤ Central Visayas 地方のセブ州では、1 月～9 月 25 日までにデング熱患者 8,708 名が

報告されました。これは昨年の同期より 75.5％増加でしたが、死亡患者 63 名は昨年同期（67 名）よ

りわずかな減少でした。セブ市は全患者数の 27.4％を占め最も多く、次いで Tagbilaran 市と

Dumaguete 市が続いています。全国疫学センター(NEC)によると、1 月～9 月 18 日までのデング熱患

数者は 90,771 名で昨年の同期より 124.37％の増加でした。また死亡患者 611 名が報告されました。 

 

（3）タイ（スリン Surin 県、全国）〔National News Bureau of Thailand(NNT),public Relations 

Department〕 

 東北部スリン県では、初めの 8 ヵ月で患者 3,120 名が発生し、人口 100,000 名あたり 226.44 名の

感染率でした。スリン県は全国で 16 番目の患者数が発生しています。 

 

（4）ベトナム〔Thanh Nien News〕 

9 月 13 日までに、死亡患者 42 名と患者 55,430 名が報告されました。患者数は昨年の 2 倍です。 

 

（5）パキスタン（シンド Sindh 州）〔The Frontier Post,Associated Press of Pakistan(APP) report〕 

9 月 28 日までに、カラチ Karachi では数ヵ月間でデング熱患者 339 名が確定診断され、デング出

血熱死亡患者 4 名が報告されました。疑い患者 506 名のうち 401 名が病院で治療を受けました。 

 

（6）プエルト・リコ〔Primera Hora〕 

10 月 1 日までに死亡患者 24 名が報告されました。第 36 疫学週（9 月 3～9 日）の報告によるとデ

ング熱患者 861 名とデング出血熱 28 名が報告されました。 

 

（7）フランス領アンティル〔France Antilles〕 

現在、デング熱死亡患者 16 名とデング熱疑い患者 39,700 名が発生し、患者 583 名が入院しまし

た。 

 

（8）ブラジル（マト・グロッソ Mato Grosso 州）〔〕 

9 月 30 日、マト・グロッソ州事務局によるとデング熱患者 41,651 名と重症患者 899 名が報告され

ました。また死亡患者 50 名が確定診断され、さらに 10 名は調査中です。昨年の同期は患者 

39, 184 名でした。 

 

（9）インド、オーストラリア、カーボベルデ 

9 月 28 日、インドのパンジャブ州でデング熱患者 246 名、Jalandhar で患者 145 名が報告されまし

た。9 月 29 日、マハーラーシュトラ州プーネ Pune で患者 88 名が報告されました。また、10 月 1 日、

デリーDelhi で患者 3,297 名と死亡患者 5 名が報告されました。 

9 月 27 日、オーストラリアの北クイーンズランド州で、デングウイルス 2 型のデング熱患者 5 名が

報告されました。10 月 1 日、西オーストラリアでインドネシアバリ島で感染したデング熱疑い患者 1 名

が死亡しました。  

10 月 1 日、カーボベルデでは、デングウイルス 3 型のデング熱患者 390 名が報告されました。 


